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洋書輸入協会会報 NO.

理 事 会 報 告

7月2 5日(火)

関西副支部長 緑 書房 丹 羽理事 出 席のもとに本部可千務所に於て理事会開催。

丹羽理事より関西支部等t務所設置につき次の通り経過報告がなされ、これを承認されました。

関西支部 新 事務所

大阪市北区芝口町28 ォー山中ビル3階 4号室  電 話話請中  1042坪   契 約 3年

保証金 ¥700,000  家  賃  Y40,000  共 益費約 ¥3,000  電 話料 約 ¥1,500
ガス、水道料約 ¥3,000～4,000

尚、人件費会議用テーブル等イ1器備品購入費として¥300,000 8月 10H迄に送金希望の予要請あり、審議の上承認
されました。

当協会の英文名 Japan Book lmporters Associationにつき審議されましたが、今後も本名称を使用するととも
に日本橋郵使局に荏録することに決定、続いて雑誌資料、経営研究、渉外PR、 会報委員会‖t告にうつり、各委員長
よりそれぞれ報告がなされました。

PergamOn Press社より事務所設置に対し £50-00の ご寄附がご座いました。

束西合同懇親旅行会 昭 和 42.6.24 於 三谷温泉松風園
メクレンブルグ商会 鈴 木氏撮影

(公報 3号 に掲載予定でしたが、同号記事満載の

ため 4号 に掲載致しました。ご諒承願います)
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昭 和 42年 8月



東 海 懇 談 会

去る7月13日 (木)午 後 6時より昭和42年度総会がPrlq催

され次の通り報告及決議されましたのでご報告致します。

言己
1 新 任 紹 介

rI日武直氏 (海外出llFx貿易 (株)名 古屋支||「長)

柳田直義氏 (日本洋碧販売lTLT給(株)名 古屋支社長)

1 1昭和41年度会計報告 承 認されました。
1 . 昨事 改 選

規約に基き昨手として4社 を選出 (留任)

丸    善 (株)(株 )紀伊十日に

海外出版貿易(株)ユ ーエスエシアティクカンパニー

幹 事  長

九芋 (株)名 古展支「i長 石 井茂大氏 (留任)

が選出されました。
1・ 提案一担当役民の設置― 可 決され次の通り決定しま

した。

総務 。会計一―メ[!善

文化 ・厚生――紀伊口展、海外出収貿易、ユーエス
エシアティク

1 オ ー回リクリエーション(旅行)について次の通り決定

昭和42年度総会報告

日 時  8月 5～ 6日 (上、 日 )

場 所  三  谷  温  泉

詳細については文化厚生担当で決め後日連絡する。

1 “ 私立大学図書館脇会々報
"5月
号に掲載された 「外国

雑誌時読料の算出方法について」 (中部工業大学図書館

ドf内省司イ)に ついて|【日題点があ るので全公員に門こ布

(コピー)し 対処する。
1.通 常会費について

会費はiサ期的に納入する。納入方法は、

イ)安 田|「千託銀行名古屋支沖i ギそ通頭金 No.25116

洋書輸入協会東海恐談会へ振込

(同」報告書を九善へ必ず送附願います)
口)会 合の時持参納入

尚出席は

紀 伊 同  屋  2名
ユーエスエシアティク2名

V半      1収  1名

メL      洋  2名

欠席は

海 外 書 籍

以 上

海 外 出 版 2 名

ナ  ウ  カ  1 名

大 竹  iti 店  1名

の計 7社 11名

渉外PR委 員会報告
7月中委員長USの 山川氏 同け委員長同際書げ服部氏
が中心となり数口|にHり 会合し国外に対するPR関 係サー

キュラーレターの準備を完了しました。同PRサ ーキュラ
ーレターは国内向と海外向け2種類作製し、関連委員会並
に理事会の承認を得ました。

海外出版社、学会、協公等苑サーキュラーレターも2種

類作製、 1在 は書籍用他の1種は打t誌社宛に当脇会のPR

と同時に今後各出版社と緊密なる連絡をとりh廿故交換する

こと、また束京本部宛と大阪関西支部死にカグログ共の他
のインフオーメーションを完送する様依頼しました。雑誌

出版元先には本年は約80社を選びました。

此等カタログ、データー其の他のインフオーメーション

は到希次オ東西事務所に保管して協会員が利用できる様に

致したいと思います。 (山川祀)

雑誌資料委員会報告
42年 7月 20日 (木)

委員長 日 又 (松)1氏)所J委員長 国 際 (服部 J))と羊
(高「日氏)紀 伊国屋 (佐lTH l【)わ 外 (=原 氏、術井氏)
US (今 来氏)三 洋 (武田氏)

(1 )照会先最終 リス ト作成 84社 に決定。
例 照 公文 (USよ り別送 )Su b s c r i b e r  A d dのi記入要項
も要求。

(3)発 送はレター用紙まち、レターヘッドはもとのまま。

に)照 公文のサインは理事会の承認を受けたのち Chief Of

Subscttption Commiteeのサインを1吏用したい。 (服部

ii己)

経営研究委員会報告
理学会の承認を得て、次の2点について、アンケ

ートを

求めることになりました。近日用紙が送られますので、ご

面作lながらご協力願います。

(1)独占販売権の調査について。

似 経 営研究の基礎資料の調査について。

洋書交換委員会報告

副委員長 (海外出版)の三原氏と相談の結果、下記の通

り報告します。
(1)古書会的ヤを利用する変換会は経済的には効果的でない

から一応見送ることとして、Want List,Offer Listに

よる公員相互間の交換を行う事務を進めることにする。

イ■し、協会の事務員の協力がなければ仲々出来がたい故
に事務長の外に新寺f務虫が毎1く採用されることを望む。

例 大 学図!11魚1の Back Numberの 古い部分の欠号の補

充要詰があつた場合、広く会員に流して、会真からの補

充をはかることが出来ればよいと思う。イ取し、この場合

会員書店に古い Odd Nunlberが斯様な注文を受入れる

程度にあるかどうか、
一応出1き合わせる必要があると思

う。 (服部記)

会 員 紹 介
“
フ ランス書

一
筋 に
' '  有
限 会社  オ 三書房 洋 書 部

オ三亨;ルアはその前身を外語学院出版部と云い、故藤)|二京作社長 (外大、仏語卒)が 昭和7年 「最新フランス語FI,
座」 (全6巻 )を 発刊したのに始まり、以後仏独の教材 ・参考書を逐次出版し、昭和16年頃には中国語教科書も手
がけ本郷の文求堂と肩を並べたこともある。職後現社名に改め有限会社とし、lT子夫人を社長に、令忠所明副社it
石川彰常務らのブレーンにより、中堅出版社として手曜く仏独関係図書の出版業務を統けて居る。
さてその洋書部は昭和28年1月、当時お茶の水にあった三笠書ガ!十書部の輸入業務をそのまミ引継いだもので、

担当の二神女史 (1日姓)を 同時に招聘し、専らフランス文学にたずさある方々の註文を取継いで、今日に至って屈

る。仏文一筋にその木日のホ‖かさは関係者の特に注目するとこで、現在の向111女史もその路線を堅く護り、新1日各
種フランス図書の輸入に誌力されて居る。
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外 国郵 便 事 故 係 員の苦 労話

東京中央コ̀使局オー外国郵使課到着tt故係

外国から郵送されてくる古搭、打t誌などの大日印刷物に

は、l・l皮破損のため名あて住所記載の票符の
一部、あるい

は全部が到赤時すでに脱落したあて所不明のものが時々あ

って困らされます。

こういう場合、係員は口]刷物を開ひし、内部に名あての

手がかりがないかと調べるのですが、西敗とくにpF4独、ス

イス、英国などからのものは、ながい商習慣からか、たい

てい名あて住所記載のコピーがはいっているので安心感も

あって助かります。

また、特別郵袋円]刷物 (同一名あて人にあてる印刷物を

特別の締切郵袋に納めたもの)で 名あて票札が脱落して到

着するものも割合に多く、そのうち月に数件ではあるが、

郵袋から出しても中の印用J物に名あて住所の記載がなく、

そのうえ内部にも名あて住所のコピーなどのないものがあ

りますが、これは大きいだけに取扱上たいへん苫労させら

れます。

これらの不着事故をなくすため、大日の印刷物には名あ

て住所などのコピーを内部にいれ、特別コ!FAH印刷物の場合

は中の印冊‖物にも名あて住所をi記載することが、万一のた

めに必要ですから、お気付の際は必ず差出ブ＼へ善処を要請

して下さい。

一方、主として単冊の雑誌などの小日印刷物は協会員敬   編 者註 ・脱出品とは、包装不完全のために内容品が包装

いで予約前読している個人あてのものが多いのですが、こ    か ら抜け出してしまい、どの包装に入っていたものか

れらは機成によるオートメーション発送のために、印打‖イ    確 定出来ないものをいう。

会 員 紹 介
― ――ヽ―― ― ― ― ― ―ヤーーー ーー‐―一 ― ―――ヽ 一ヽ ― ― ――

“
聖業な りとの信念で

" 株
式会社 独 亜書院

当社はオー次大戦直後神戸市に於て創立し自然科学を中心とした千締打1誌の輸入業として発足、当時数少い洋戸十

輸入業者の一環として活躍しておりましたが、メ′二次大戦に波及する国際情勢の愁化に伴い営業を中絶の己むなき
に至りました。昭和27年2月現在地に於て先輩話賢と共に業務を再開致しました現社長上柳ザtは創業以来の古い経

験を生かし、専ら医学を主体として他の自然科学の分野にも逐次範囲を広め後☆の育成に努めつ 地ヽ域的には全国
の大学Di究機関に手広く顧客を有し、聖業の信念で励んでおります。

然し午ら東京の大手業者に比政して、関西という地の利の悪さと暖篠の貧しさを痛感致しておりますが、今後も

主体をレt学の専F目店に置き、小規模
/Fら躍実に進みたいと念じております。

尚日本医学図|li館協会の賛助公員として指定され、毎年開催される図ill館会議総会に招待され出席しております

戦後洋戸1輸入協会関西支部が結成されて以来直ちに之に参加し、商来協会の発展の為に即‖かなりとも貢献すべく

努力し今日に至 りましま。

“
読書は心の糧 ``ェ ンデルレ書店

店主ルーペルト・エンデルレ氏は1935年(H7イ和10年)22才で、有名なヘルダー出版社からカトリック大辞典 (冨
じようし

山ガ発行)の 日本編集部派進員として来日、上 l rsまで約 3イF問その業務に従事し、かたわら大学の先生方の要望

で、頼まれた図|liを本国から取寄せたのがそもそもの始まり。戦前は欣亜「liうすの名て洋語を輸入していたが、戦災

で事務所共焼失、戦後は、いち早く上智学院内に仮事務所を設けてエンデルレ11年府と改め出版業を再開、更に現在

地 (四ッ谷駅前)に 店郁を構え、輸入業務が許されるや同業 9社 と共に再び欧米各国との間に連絡の路を開いた。

現在はカトリックミッション関係を中心に人文科学その他各分野の図キを輸入販売し、又各種出版、翻訳も行い、
Side Lineとして宗教用品も取扱う等手広く活動して属る。ヘルダーネとに範をとり、Tl締事業の真髄 「読干は心の

服」をモットーに、日独「1;補業界に多くのr〔献をされ、又今後もそうすることを念願されて居る。

ぬま     き

沼 城 通 夫

ンクの強弱、二重印刷、名あて票符を貼付する糊の強53が

配達不能の原因となり、また、破者|して到着するものも多

くて調査修補などで手間のか｀るものが割合にあります。

たとえば包装紙の弱かった 『セブン・ティーン』誌のよ

うに、郵使局でも余りひどいものは差出郵政庁を通じて差

出人へ注意していますが、皆様からもお気付の際は光出入

へ正接要請ねがいたいものです。

また、小日印師1物で住所の一部省略による名あて不完全

なものも可なり多く、調査しても配達局の判明 しなヽヽ も

の、配達局へ送達されても配達不能となるものなどあり困

らされます。このうち外国人による省略と思われるものを

よく見受けますが、請読予約を受付ける際、それぞれの出

版物の発送名あて字数制限を確め、日本人による住所の省

略で発注をしてもらえれば、相当数の名あて不完全印刷物

が救われるでしよう。

以 liいくつかのキ労話とお願いを記しましたが、皆様の

御協力により少しでも事故コ;使物が減るならば幸せですo

なお、配達不能のl‐l刷物は差出人へ返送してお ります

が、脱出品の雑誌類は三ケ月、許補は
一ケ年、それぞれの

外国通常郵使物の交換吊 (東京は中央郵便局)で 保管して

おりますので、御適格をいた けゞば調査致します。
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関 西 支 部 だ よ り
427.11 役 員会開llr4:新事務所候打8物件の祝祭並びに事務所設置を最終的に決定する為役員会を開llrす。和国支部長代

理以下8社出席、北区芝田町28、以′一出中ビル三階四号室に新しい事務所を設置する事を内定す。

引つづいて雑高よ委員会を開1打!、シーズンに先立ち対策を協議す。座長井上委員 (丸善阪支)

427.20 7月 定例月lal会開1世。束阪急ビル6階。17社出席。役員会より提出の支部事務所設置の件を正式承認し、之に

伴う諸般の手続一切を役員会に一任するJ千を決議す。

42.7.25 本部理事会に副支部長 (丹羽)出席、本部理可i会に於て正式に支部事務所開設の件承認を受く。

42,7.31 ォー山中ビル賃貸契約を正式に締結す。

――― ×  一一一 ×  一――

○ 支 部事務所は 8月 中旬頃正式FTH所の予定。

① 誤 光調査。 6月分17通送附さる。日下支部にて分析検討中。

○ 名 薄原稿。 3社 を除き集められ日下名薄作成中。

東海懇談会だよ り

リク リエ ー シ ョン 奥 三 河に涼 を求 めて

去る十三日の総会にて決定致しました本年度オー回リクリエーショレ (旅行)に ついて、文化厚生担当者にて検討致し

ました結果、左記にて実施する事になりましたのでご案内致します。

何卒万障お繰合せの上全典ご出席されます様お願い致します。

記

同 時  8月 5・ 6日 (上、日曜日)5日 の午後 3時に栄丸羊束
″茶ばしら〃に集合

所   奥 三r ll湯谷温泉
″
松風図″く電話=河 大野局 160番)

会 費  1,500円 (不足金は通常会貸より当てる)  二 人以上ご希席の場合は一人につき3,000円

■ Mr.K.M.Medappa 7月 中I句来日。仝氏は米国 IB

EG.の SOuth East Rcpresentativeで、 Head Office

の BO m b a yか ら米国訂j門の帰途立寄られたもの。

■ Mr  J O h n  B u d e r  7月中旬米日。全氏は、米国 All y n

and Bacon, Inc. `D Representative。

■ Mr,PathOm Vongsuravatana 7月下旬来日。全氏は

仏国 Librairie Larousseょり派遣されたもの。

■ Mr N Po Jain 7月 下句来日。 全 氏は Delhi の
MOnlal Banarattdasの代表者。

■ Mro William Norrisは9月 15日頃来日。10日間ほど

滞日予定。企氏は C01let'S Holding Ltd,Lo■donの輸

出部長。

○

■ こ のたびイタリアの出版社フエル トリネ ツ リに よっ

て、1919年から1939年にいたるコミンテルンに関する基

本資料が後亥J、刊行されはじめた。株式会社イタリヤli;

ガ (フエルトリネツリ社日本総代FF押f)はその機会にフ
エルトリネツリ研究所 (モスクワのM.L.研 究所、オラ

ンダの社会史研究所とならぶ世界で有数の社会科学研究

所)の所長であるデルボー氏を日本に招待し、東京、京
都において証次会を開イ1塔した。

以  上

○

■ フ ランスの出版社、EDHIS(社 会史■店)は 昨年から

フランス革命則の重要史料を復刻しはじめた。まだ〕0点

にすぎないが、これらはいずれもきわめて入手困難な文

献ばかりで、殆んど最初の出版と見られるものも少くな

い。このオー距十分のリプリントは、パブ中フを中心とす

る農業共産主義関係の史料に限られているが、 EDHIS

は今後こうした貴重な史料を小部数 (200部づつ)続けて

復刻する見込みである。

なお EDHISの 全出版物の日本における総代理権は

「イタリア書房」が控得した。

○

■ ドナルド・ムア社、斎藤氏米英取引先出版社訪ド」のた

め7月11日出発、帰国は8月20日頃の予定。尚同社扱い

のEveryman'sIフibrary本国代価改正に依り8月 10日よ

り実施の旨案内がご座いました。

旧代価
8/6

新代価
9/6

9/6          10/6

11/6

13/6

16/―

衛 6/6&18/ の 2点 はともに代価変更ご座いません。

10/6

12/6

15/―

昭 和 42年 8月   第 4号

東京都中央区日本橋江戸橋 1

洋書輸入協会   編 集者 寺 久 保 一 重
-15-5 藍 沢 ビル302号室 電 話 271-6901
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